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平
成
二
十
八
年
度
を
振
り
返
っ
て

平
成
二
十
八
年
度
を
振
り
返
っ
て

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を

賜
り
平
成
二
十
八
年
度
が
無
事
終
わ
ろ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
が
始
ま
り
二
年
…
私
た
ち
保
育
現
場

に
と
っ
て
公
定
価
格
を
は
じ
め
、
ま
だ

ま
だ
先
の
見
え
な
い
制
度
で
あ
り
不
安

な
気
持
ち
は
払
拭
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
国
は
公
定
価
格
の
基
本
単

価
プ
ラ
ス
・
配
置
加
算
・
改
善
加
算
等

で
園
の
経
営
基
盤
の
安
定
を
図
る
た
め

に
必
要
な
予
算
を
確
保
し
確
実
に
前
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

全
日
私
幼
連
で
は
私
学
助
成
を
受
け

る
園
・
新
制
度
へ
移
行
し
た
園
等
、
分

け
隔
て
な
く
振
興
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
す
べ
て
の
園
児
の
「
保
育
料
の

無
償
化
」
を
実
現
す
る
た
め
に
「
幼
児

教
育
振
興
法
」
制
定
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
向
け
た
要
望
活
動
を
現
在

も
強
力
に
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
栃
木
県
へ
の
「
予
算
要
望
」
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
や

政
策
に
関
す
る
要
望
を
十
二
月
八
日
に

知
事
室
を
訪
ね
直
接
要
望
書
を
福
田
富

一
知
事
へ
手
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
更
な
る
「
幼
児
教
育
の
質
の

向
上
」
や
教
職
員
の
「
処
遇
改
善
」「
保

育
環
境
の
充
実
」
を
実
現
す
る
た
め
に

も
運
営
費
県
単
補
助
の
増
額
や
退
職
金

振
興
財
団
へ
の
補
助
率
の
引
き
上
げ
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
栃
幼
連
は
、

栃
私
幼
振
興
連
盟
と
振
興
財
団
と
一
体

と
な
り
振
興
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
栃
幼
連
と
栃
木
県
私
立
幼
稚

園
振
興
連
盟
が
推
薦
し
た
「
上
野
み
ち

こ
氏
」
が
参
院
選
に
お
い
て
、
栃
木
県

知
事
選
で
は
「
福
田
富
一
氏
」
が
当
選

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

春
光
う
ら
ら
か
な
季
節
と
な
り
、
今

年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
二
年
目
と
な

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
を
軌

道
に
乗
せ
、
本
県
に
お
け
る
幼
児
教
育

や
保
育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
に
係
る

量
の
拡
充
と
質
の
向
上
を
着
実
に
進
め

て
い
く
た
め
の
土
台
と
な
る
一
年
だ
っ

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
の
進
行
と
人
口
減
少
と
い
う
、
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
特
に
少
子
化
対
策
は
、

国
や
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
喫
緊
か

つ
最
優
先
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
幼
児
教
育
や
子
育
て

支
援
の
充
実
に
関
す
る
県
民
の
期
待
は

益
々
高
ま
っ
て
お
り
、
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
は
、
幼
児
教
育
の
場
と
し
て

は
も
と
よ
り
、
施
設
開
放
や
保
護
者
の

交
流
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供

等
、
子
育
て
支
援
の
中
核
的
施
設
と
し

て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

県
と
し
て
も
、
少
子
化
対
策
に
取
り

組
む
べ
く
、
今
年
度
「
と
ち
ぎ
元
気
発

信
プ
ラ
ン
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
第
三

子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
の
対
象
を
三

歳
未
満
児
か
ら
幼
稚
園
児
も
含
め
た
未

就
学
児
ま
で
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
月
に
は
結
婚
を
希
望
す
る
若
い
世
代

の
方
々
に
幅
広
い
出
会
い
の
機
会
を
提

供
す
る
「
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
市
町
等
と
連
携
し
て
、
さ

ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実
や
新
制
度

が
円
滑
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
的
確
に
対

応
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
貴
連
合
会
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が

心
豊
か
に
育
ち
、
明
る
く
生
き
生
き
と

育
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
一
層
の

御
尽
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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講師　栃木県保健福祉部　こども政策課
係長　野中 延寿 氏

①重大事故の防止について
　睡眠中・食事中・プール等の重大事故
防止については、認定こども園、幼稚園

（新制度移行）と私立幼稚園（私学助成）
ごとに、報告、検証、ガイドラインの策
定または指針の策定の必要があること。
　また、学校保健計画、学校安全計画、

危険発生時対処要領の策定をしなければならないことの
説明があった。

②保育教諭の配置基準の特例について
　幼保連携型認定こども園では、朝夕の園児が少数であ
る時間帯の場合、一人は、知事が保育教諭と同等の知識
等を有すると認める者にすることができること。また、保
育教諭を小学校教諭又は養護教諭の普通免許状を有する
者に代えることができることについての説明があった。

講師　栃木県保健福祉部　こども政策課
主査　稲見　啓 氏

③施設型給付について
　平成二十九年度における私立幼稚園の
子ども・子育て支援新制度への移行状
況、公定価格の対応、予算案状況、保育
士等の処遇改善、幼児教育の段階的無償
化の推進、認定こども園等への財政支援、
公定価格の試算ソフト等の詳細な説明が

あった。
　どれも新制度が円滑に運用する上で欠かせないもので
大変有意義な研修となった。

設置者・園長研修会設置者・園長研修会 開催日：平成29年１月２0日（金）
会　場：ホテルニューイタヤ

　専門性の高い教員集団を目指して、
園内研修の必要性や内容・期待できる
効果についてなど、具体的な活用例の
紹介を交えての講演だった。
　多様な変革が求められているからこ
そ一人では対応が難しく、職員間で知恵を出し合い、ベ
ターな指導・支援が必要とされる。教師間の相互理解を
深めることで、組織が活性化し、専門性が向上する。そ
の為に有効なのが園内での研修であり、目指す子ども像
を共有化することで園全体に一体感が生まれ、保護者や
地域から信頼されることに繋がっていくということであ
る。
　研修の一つの方法として、付箋を使ったワークショッ
プは全員が発言しやすく話し合いが活性化し、意見を可
視化でき、自分自身の振り返りにもなるなど、具体的な
方法とその利点を話され、幼児教育センターから出され
ている「研修ガイド」の活用を勧めていた。
　最後にセンター長は、今後、それぞれの園で園内研修
を実施継続し、園全体の向上に努めてほしいと締めく
くった。

講師　栃木県幼児教育センター　
センター長　 森田 浩子 氏

研修２　「園内研修のための参考資料
　　　　『自分達でできる研修ガイド』について

◎はじめに
・江戸期の三〜四歳の教育の話
　幼年期から様々な形で教育が行わ
れていたことについての確認。
※益子昌平塾の立場から考えられる
ことを主題にしていきたい。

◎本題として
　一、幼児教育の意義・必要性
　二、人はいかにして生きるべきか
　　　日本特有の精神論は知らず知らず形成されるもの
　　　（魂・感情・精神）
　　　・人格形成こそ教育の本義なり！
　　　・四書五経から学ぶ（二宮金次郎）
　　　・徳＝自己の最善を他者に尽くす
　　　・江戸期の一貫した規範形成教育に学ぶ物が多い。
　三、いま日本人に求められるもの
　　　※日本人としてのアイデンティティ
　　　　「お天道様見てるよ」の精神
　　　※アノミー社会の根本的解決

　　「親が子を叱るにも基準が必要」
◎まとめ
　今年の干支は「丁酉（ひのととり）」
　　　＝今後三十年の礎の年
　　　＝大きな転換のスタートの年
　　　※干支と十二支組合せ六十年周期
　これまでも様々な変化の始まりだったことを考えると
やはり節目の年！油断すると大変だが、慎重かつ大胆に
それぞれががんばっていくべきと思う。

　幼児教育を、全く違った目線からひも解いた
講演内容だが、何かと思い当たる点があったり、

これまでの経験を振り返る機会となり、充実した時間と
なった。「丁酉」の年の始めに、貴重な経験をさせても
らい、いい転換の年にしていきたい。
※「お天道様見てるよ」という言葉は、以前からいわれ

続けているものでもあり、その精神論は引き継いでい
くべきものと感じた。

研修３　『幼稚園教育の意義についての私見〜人としての精神基盤をつくる〜』　副題「お天道様見てるよ」
講師　益子昌平塾　塾長　セコム株式会社相談役　木村 昌平 氏

研修１



128号

03

第
一
回　
七
月
九
日
（
土
）

　

講
師　
子
ど
も
と
こ
と
ば
研
究
会
（
元 

立
教
女
学
院
短
期
大
学 

教
授
） 

代
表　
　
　
　
　

  
今
井 

和
子

　

テ
ー
マ
題　
〇
・
一
・
二
歳 
育
ち
の
理
解

　
　
　
　
　
　

と
指
導
計
画

　

参
加
人
数　
三
十
九
名

第
二
回　
八
月
三
日
（
水
）

午
前
の
部

　

講
師　
国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク 

　
　
　
　

言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
小
児
精
神

衛
生
相
談
室 

臨
床
心
理
士　

小
林　

順
子 

氏

　

テ
ー
マ
題　
「
乳
幼
児
の
心
の
育
ち
～

　
　
　
　
　
　

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
フ
ィ
ル
ム

　
　
　
　
　
　
か
ら
考
え
る
～
」・
”ジ
ェ
ー
ン
“

　
　
　
　
　
　
～
一
歳
七
か
月
女
児
の
場
合
～

　
午
後
の
部

　

講
師　
宇
都
宮
共
和
大
学　

准
教
授

　

土 

沢　

 

薫 

氏

　

テ
ー
マ
題 

「
発
達
に
凸
凹
が
あ
る
子
ど
も

の
困
り
感
を
理
解
し
、
援

助
に
役
立
て
る
～
心
理
的

疑
似
体
験
を

通
し
て
～
」

　

参
加
人
数　
三
十
五
名

第
三
回　
十
月
十
九
日（
水
）

　

公
開
保
育
研
修
　
聖
末
広
幼
稚
園

　
「
公
開
保
育
～
異
年
齢
保
育
～
」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

釜
井
台
幼
稚
園　

山
崎　

英
明
先
生

　
　
今
市
中
央
幼
稚
園　

大
嶋　
　

裕
先
生

　
　

認
定
こ
ど
も
園
す
み
れ

　
　

幼
稚
園

　

岡
本　

純
世
先
生

　

参
加
人
数　
三
十
三
名

第
四
回　
十
一
月
三
十
日
（
水
）

　

講
師　
国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク 

　
　
　
　

言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
小
児
精
神

衛
生
相
談
室 

臨
床
心
理
士

　

小
林　

順
子 

氏

　

テ
ー
マ
題　
「
乳
幼
児
の
心
の
育
ち
～

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
フ
ィ
ル
ム

か
ら
考
え
る
～
」・
”ジ
ョ
ン
“

　
　
　
　
　
　
～
一
歳
七
か
月
男
児
の
場
合
～

　

参
加
人
数　
三
十
八
名

　

今
年
で
こ
の
講
座
も
十
二

年
と
な
り
一
回
り
（
干
支
）

を
で
き
た
こ
と
は
、
歴
代

の
教
研
委
員
長
、
担
当
の
先
生
方
の
ご
努

力
の
賜
物
と
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

十
二
年
前
、
栃
木
県
の
幼
児
教
育
の
質
の

向
上
を
願
い
、
声
を
上
げ
、
実
践
し
続
け

た
こ
と
に
も
敬
服
い
た
し
ま
す
。
今
後
も

そ
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
い
で
い

く
責
任
と
使
命
感
を
も
っ

て
、
来
年
度
も
研
修
計
画
を

立
案
し
い
く
所
存
で
す
。
た

と
え
、
講
座
の
看
板
が
変
わ

ろ
う
と
も
想
い
は
一
つ
、
す

べ
て
の
子
ど
も
達
の
た
め
、

一
人
ひ
と
り
の
教
員
の
た
め

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

  

青
年
部
県
外
視
察
研
修
会

期
　
日　

平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一

　
　
　
　
　

 

日 （
月
）～
十
一
月
一
日（
火
）

視
察
先　

京
都
府
京
都
市

   

平
成
二
十
八
年
度

   

資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅻ　
報
告

参
　
加　

二
十
一
名

　

今
年
の
青
年
部
県
外
視
察
研
修

会
は
京
都
市
を
訪
れ
、
二
日
間
に

か
け
て
三
つ
の
幼
稚
園
を
視
察
し

た
。

　

一
日
目
は
嵯
峨
嵐
山
に
あ
る
嵯
峨
幼
稚

園
を
視
察
。
緑
溢
れ
る
園
環
境
や
温
か
さ

を
感
じ
る
園
舎
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
自
主
性
や
主
体
性
を
重
ん
じ

る
教
育
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。そ
の
後
、

園
長
の
藤
本
先
生
よ
り
、
保
育
に
対
す
る

思
い
や
人
材
育
成
の
重
要
性
な
ど
を
お
話

い
た
だ
い
た
。

一
日
目
の
夜
に
は
、
京
都
市
の
私
立
幼
稚

園
連
盟
と
の
懇
親
会
を
行
い
、
情
報
交
換

な
ど
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

二
日
目
の
午
前
中
は
、
東

山
に
あ
る
泉
山
幼
稚
園
を
視

察
。
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ

り
、
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
園

庭
や
、
自
然
物
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
室
内
環
境
は
大
変

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

園
児
一
人
ひ
と
り
が
礼
儀
正

し
く
、
ま
た
園
長
先
生
や
副

園
長
先
生
の
お
人
柄
に
も
触

れ
、
心
温
ま
る
視
察
と
な
っ

た
。

　

午
後
訪
れ
た
の
は
、
紅
葉

の
美
し
い
こ
と
で
も
有
名
な

永
観
堂
禅
林
寺
の
境
内
に
位

置
す
る
永
観
堂
幼
稚
園
。
何

百
年
と
守
ら
れ
て
き
た
自
然

を
残
し
た
園
庭
は
と
て
も
趣

が
あ
り
、
園
児
が
思
い
思
い

に
遊
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

　

今
回
視
察
し
た
三
園
、
と

も
に
立
地
や
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
幼
稚

園
で
あ
り
、
な
か
な
か
真
似
を
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
幼
稚
園
と
し
て
の
本
質
の

部
分
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。

　

新
制
度
へ
移
行
し
、
認
定
こ
ど
も
園
化

が
進
ん
で
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
幼
稚
園

教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

  

公
益
財
団
法
人
　
全
日
本
私
立
幼
稚
園

  

幼
児
教
育
研
究
機
構
　
園
長
・
リ
ー
ダ
ー
研
修

期
日　

平
成
二
八
年
十
一
月
二
十
五
日

　
　
　
　
（
金
）～
十
一
月
二
十
七
日（
日
）

会
場　
東
京
大
学
福
武
ホ
ー
ル　

　
　
　
　

 

武
蔵
野
大
学
有
明
キ
ャ
ン
パ
ス

講
師

田
中
雅
道 

氏
（
全
日
本
私
立
幼
稚
園

幼
児
教
育
機
構
理
事
長
）

秋
田
喜
代
美 

氏
（
東
京
大
学
大
学
院

教
授
）

小
田
豊 

氏
（
聖
徳
大
学
教
授
）

杉
山
郁
子 

氏
・
林
芳
孝 

氏
（
一
般
社

団
法
人
日
本
体
験
学
習
研
究
所
）

岡
健 

氏
（
大
妻
女
子
大
学
教
授
）

安
岡
知
子 

氏
（
社
会
保
険
労
務
士
法

人
人
材
研
究
所
）

水
谷
秀
史
（
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合

会
経
営
委
員
会
副
委
員
長
）

藤
原
誠 

氏
（
文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
長
）

課
題
⑴
　
教
育
保
育
を
創
る

　

田
中
氏
、
秋
田
教
授
よ
り
、
幼
児
教
育

の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、
現
在
の
課
題
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
の
ご
講
話
を
い
た

だ
い
た
。
今
、
幼
児
教
育
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
園
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
取
り
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ク
ワ
ク
し
な
い
。
と
に
か
く
人
を
育
て
る

に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
意
識
の
高
さ
が
必

要
だ
。
強
い
信
念
と
思
い
ビ
ジ
ョ
ン
に
人

の
心
は
動
か
さ
れ
る
。』
と
続
け
る
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
人
を
育
て
る
に
は
強

い
信
念
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
。

　

成
熟
社
会
を
迎
え
、
ま
た
少
子
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
達
な
ど
昨
今

の
日
本
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
に

変
化
し
働
き
方
や
組
織
づ
く
り
の
見
直
し

が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
強

い
組
織
を
構
築
す
る
た
め
、
人
材
育
成
と

い
う
課
題
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
強
い
組
織

に
は
、
組
織
内
の
個
々
に
高
い
意
識
と
強

い
結
び
つ
き
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
個
々
の
能
力
を
組
織
と
し
て

発
揮
で
き
る
よ
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
強

い
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

我
々
の
業
界
に
お
い
て
も
保
育
士
・
幼

稚
園
教
諭
不
足
な
ど
問
題
が
山
積
し
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
中
、
特
に
人
材
育
成
は

早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

  

公
益
財
団
法
人
　
全
日
本
私
立
幼
稚
園

  

幼
児
教
育
研
究
機
構

  

平
成
二
十
八
年
度
・
全
国
研
究
研
修

  

担
当
者
会
議

期
日　

平
成
二
十
九
年

　
　
　
　

一
月
十
九
日
・
二
十
日

会
場　
京
都
府
京
都
市

　
　
　
　

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

〈
十
九
日
〉

報
告　
　

研
究
研
修
委
員
会
の
取
り
組
み

　
　
　
　

に
つ
い
て

ト
、対
応
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
親
の
心
配
に
対

し
て
「
成
長
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
」「
子

ど
も
の
言
葉
や
行
動
の
意
味
を
理
解
」
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
者
と
保
育
者
の
関

係
性
が
向
上
す
る
。
心
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
、
心
の
動
き
に
対
応
し
な
が
ら
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
温

か
く
受
け
止
め
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ

イ
ン
ド
を
日
常
的
に
取
り
入
れ
る
重
要
性

を
確
認
し
、
今
後
に
活
用
で
き
る
研
修
で

あ
っ
た
。

  

青
年
部
合
宿
研
修

期
日　

平
成
二
十
九
年
二
月
八
日（
水
）

会
場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

参
加　

十
九
名

内
容　
「
指
導
者
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　

 

シ
ッ
プ
」

講
師　

人
材
育
成
家
・
慈
善
活
動
家

加
藤
　
秀
視 

氏

　

加
藤
氏
は
少
年
院
を
出
入
り
す
る
非
行

少
年
少
女
や
、
問
題
を
抱
え
る
親
子
な
ど

一
〇
〇
〇
名
以
上
の
問
題
を
解
決
に
導
く

な
ど
、
独
自
の
教
育
理
論
や
手
法
は
各
界

か
ら
定
評
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
実
績
を

積
ま
れ
た
人
材
育
成
家
で
あ
り
、
慈
善
活

動
家
で
も
あ
る
。

　

氏
は
『
何
の
た
め
に
教
育
を
す
る
の

か
？
仕
事
は
好
き
か
？
ワ
ク
ワ
ク
す
る
の

か
？
』
と
冒
頭
か
ら
問
い
掛
け
る
。『
指

導
者
と
し
て
最
も
重
要

な
事
は
、
ま
ず
自
分
が

楽
し
む
こ
と
。
特
に
教

育
現
場
に
お
い
て
教
師

（
大
人
）
が
ワ
ク
ワ
ク
し

な
け
れ
ば
、
子
供
も
ワ

組
む
べ
き
課
題
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

岡
教
授
の
講
義
で
は
、

保
育
場
面
の
写
真
を
用
い

て
保
育
を
語
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
何
気

な
い
場
面
で
も
、
写
真
に

残
し
て
じ
っ
く
り
考
察
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

の
心
情
や
育
ち
な
ど
、
多

く
の
気
付
き
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
着

目
し
た
保
育
を
展
開
す
る

た
め
に
、
今
後
も
活
用
し

た
い
方
法
で
あ
っ
た
。

課
題
⑵
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
構
築
す
る

　

安
岡
氏
の
講
義
で
は
、
安
定
的
に
質
の

高
い
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
た
め
の
組

織
作
り
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
教
育
理
念
の

共
有
や
就
業
規
則
の
活
用
な
ど
、
基
本
的

な
こ
と
に
つ
い
て
再
確
認
で
き
た
。

　

ま
た
、
水
谷
氏
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
し
て
、
付
箋
の
活
用
や
、
話
し
合
い
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

園
内
で
の
会
議
や
話
し
合
い
に
活
用
で
き

る
内
容
で
あ
っ
た
。

課
題
⑶
　
同
僚
性
を
深
め
保
護
者
・
地
域
・

　
　
　
　
社
会
・
行
政
と
連
携
す
る

　

杉
山
氏
、
林
氏
の
講
義
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
機

能
や
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ
と
共
に
、
自
分

自
身
に
つ
い
て
振
り
返
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
。
人
と
関
わ
る
と
き
の
自
分
の
特

徴
に
気
付
く
こ
と
や
、
場
を
と
ら
え
る
二

つ
の
視
点
な
ど
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
他
者
と
関
わ
る
際
の
重
要
な
視
点
を
得

た
。

　

文
部
科
学
省
藤
原
氏
よ
り
、
学
習
指
導

要
領
改
訂
の
方
向
性
や
、
そ
れ
ら
の
審
議

に
お
け
る
幼
児
教
育
部
分
の
ポ
イ
ン
ト
等

に
つ
い
て
ご
講
話
を
い
た
だ
い
た
。
幼
稚

園
等
と
小
学
校
の
教
員
間
で
、
修
了
時
の

姿
が
共
有
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
幼
児

教
育
と
小
学
校
と
の
接
続
の
一
層
の
強
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

  

第
三
回
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日（
水
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ

参
加　

百
三
十
五
名

内
容　
「
保
育
を
保
護
者
に
ど
う
伝
え

　
　
　
　

 

る
か
～
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ

　
　
　
　

 

ン
ド
と
と
も
に
～
」

講
師　

聖
徳
大
学
前
教
授
・
幼
児
教
育

　
　
　
　

 

研
究
者
・
学
校
心
理
士

高
橋
か
ほ
る 

氏

　

今
回
の
セ
オ

リ
ー
講
座
で
は「
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ

イ
ン
ド
に
つ
い
て
」「
保

護
者
へ
の
対
応
」「
子
ど

も
の
理
解
」
と
い
う
内
容

で
行
わ
れ
、
相
手
の
心
に

寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
。

　

保
護
者
に
対
し
て
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン

ド
、
受
容
（
そ
う
で
す
ね
等
）・
繰
り
返

し
（
保
護
者
の
言
葉
を
繰
り
返
す
）・
明

確
化
（
話
の
ポ
イ
ン
ト
）・
支
持
・
質
問

を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
信
頼
関
係
を
築

き
、
相
手
の
納
得
を
引
き
出
し
や
す
く
な

る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
言
動
の
読
み
取
り

に
つ
い
て
視
点
を
あ
て
、
幼
児
の
内
面
理

解
や
、
何
が
成
長
か
を
見
極
め
る
ポ
イ
ン
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（
公
財
）
全
日
私
幼
研
究
機
構

　
　
　
　

研
究
研
修
委
員
会 

委
員
長　

　
　
　
　

宮
下
　
友
美
惠 

氏

講
演
一　
新
幼
稚
園
教
育
要
領
に
つ
い
て

　

講
師　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

　
　
　
　

視
学
官　

湯
川
　
秀
樹 

氏

〈
二
十
日
〉

講
演
二　
幼
児
教
育
の
根
幹
に
な
る
学
力

　
　
　
　

観
に
つ
い
て

　

講
師　
（
公
財
）
全
日
私
幼
研
究
機
構

　
　
　
　

理
事
長　
　

  
田
中
　
雅
道 

氏

　

小
倉
教
研
委
員
長
（
十
九
日
の

み
）、
山
﨑
副
委
員
長
の
二
名
で
参

加
。

　
【
田
中
理
事
長
よ
り
報
告
】

①
処
遇
改
善
費
を
私
学
助
成
に
も
予
算
請

求
・
別
建
て
で
新
設
予
定
。
幼
児
教
育
現

場
全
体
の
処
遇
改
善
を
求
め
て
い
く
。
②

免
許
更
新
。
平
成
三
十
年
以
降
に
新
旧
の

制
度
が
重
な
り
、
現
在
よ
り
も
三
～
四
割

受
講
者
が
増
え
る
。
各
地
区
研
修
を
免
許

更
新
講
習
に
す
る
な
ど
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
③
五
年
以
上
勤
務
す
る
先
生
の
資

質
向
上
の
た
め
の
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
研
修
の
充
実
を

計
る
（
離
職
防
止
、
キ
ャ

リ
ア
育
成
、
待
遇
の
改
善
）

④
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
と

各
市
町
村
で
の
幼
児
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
に
対

し
行
政
に
働
き
か
け
一
緒

に
構
築
す
る
。
⑤
公
開
保

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養

成
講
座
と
園
長
・
リ
ー
ダ
ー

研
修
を
幼
児
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
な
る
た
め
の
内

容
と
し
て
い
く
。
⑥
幼
児

教
育
振
興
法
成
立
へ
の
現

状
⑦
〇
・
一
・
二
歳
、
家
庭
教
育
支
援
が
重

要
。
そ
の
体
制
整
備
を
求
め
ら
れ
る
。
⑧

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
評
価
（
第

三
者
評
価
）
は
必
要
。
そ
の
前
提
と
し
て

園
内
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
機
能
・

確
立
が
課
題
。
⑨
非
認
知
能
力
を
育
て
る

重
要
性
。

　
【
宮
下
委
員
長
よ
り
報
告
】

①
質
の
高
い
幼
児
教
育
の
た
め
こ
れ
ま
で

以
上
に
研
究
・
研
修
が
重
要
に
な
る
。
②

現
在
実
施
し
て
い
る
公
開
保
育
を
通
し
た

質
の
向
上
を
更
に
進
化
形
と
し
て
「
公

開
保
育
を
活
用
し
た
幼
児
教
育
の
質
の

向
上
シ
ス
テ
ム
」 （Early C

hildhood 
Education Q

uality S
ystem

  

略
し

て
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｑ
＝
イ
ー
セ
ッ
ク
）
の
構
築
・

周
知
・
効
果
の
可
視
化
を
進
め
て
い
く
。

③
公
開
保
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
今

後
、
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｑ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
呼

称
す
る
。
④
第
三
者
評
価
者
養
成
研
修
を

新
に
計
画
・
実
施
す
る
。
⑦
ミ
ド
ル
リ
ー

ダ
ー
研
修
が
重
要
。
リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ブ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
が
課
題
。

　
【
湯
川
視
学
官
の
講
演
】

①
今
回
の
要
領
改
訂
に
と

も
な
い
自
園
の
保
育
・
立

ち
位
置
を
総
点
検
し
て
も

ら
い
た
い
。
②
今
回
の
改

訂
は
幼
児
教
育
と
小
学
校

以
降
の
学
校
教
育
と
の
接

続
を
よ
り
意
識
し
た
改
訂

で
あ
る
。

  

設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
九
年
二
月
十
六
日（
木
）

　
　
　
　

 

十
四
時
～
十
六
時

会
場　
二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

内
容　
「
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の

　
　
　
　

 

運
営
に
か
か
る
危
機
管
理
に

　
　
　
　

 

つ
い
て
」

講
師

　

株
式
会
社
ア
イ
ギ
ス
代
表
取
締
役　

脇
　
貴
志 

氏

〔
は
じ
め
に
〕

　
「
予
防
」
と
は
予
め
防

ぐ
こ
と
。
し
か
し
予
め

防
ぐ
こ
と
が
出
来
な
い

事
故
も
多
く
あ
る
。
そ

の
た
め
、
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時
に

適
切
な
対
応
（
危
機
対
応
）
が
出
来
る
か

ど
う
か
が
問
わ
れ
る
。

第
一
部
「
事
故
が
起
こ
っ
た
。
そ

の
時
ど
う
す
る
？
」

①
早
く
動
く
、
そ
の
た
め
に
も
、「
受
け

止
め
る
」
＝
認
め
る

　

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
認
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
初
期
対
応

が
遅
く
な
る
。
事
故
後
の
会
議
な
ど
は
時

間
の
無
駄
に
な
る
場
合
が
多
く
事
態
が
悪

化
す
る
ば
か
り
。
ま
ず
、
先
方
に
謝
罪
、

報
告
に
行
く
な
ど
の
ス
ピ
ー
ド
対
応
が
肝

心
。

　

ま
た
、
〇
・
一
・
二
歳
児
を
預
か
る
保
育

園
な
ど
は
予
測
不
可
能
な
ケ
ー
ス
も
有
り

得
る
が
、
三
・
四
・
五
歳
児
を
預
か
る
幼
稚

園
に
つ
い
て
は
、
必
ず
人
的
問
題
（
人
的

ミ
ス
）
が
潜
み
事
故
が
発
生
し
て
い
る
事

を
認
め
る
。

②
最
悪
を
避
け
る
。
そ
の
為
に
も
「
取
り

繕
わ
な
い
」
＝
言
い
訳
な
ど
を
し
な
い

　

言
い
訳
な
ど
を
す
る
と
世
間
の
イ
メ
ー

ジ
が
更
に
悪
化
し
、
二
次
災
害
を
化
す
。

そ
の
為
に
も
管
理
が
悪
か
っ
た
こ
と
を
直

ぐ
に
認
め
言
い
訳
な
ど
を
し
な
い
。「
謝
っ

た
ら
い
け
な
い
」「
認
め
た
ら
負
け
」
と

い
う
概
念
は
捨
て
る
こ
と
。
世
間
は
認
め

な
い
か
ら
攻
撃
す
る
の
で
あ
り
、
言
い
訳

な
ど
を
す
る
と
益
々
事
態
は
悪
化
す
る
。

③
自
分
が
良
い
様
に
勘
違
い
し
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
客
観
性
を
持
っ
て
対
応
。

　

被
害
者
や
加
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ

い
て
は
話
す
こ
と
を
控
え
る
が
、
そ
の
他
に

つ
い
て
は
事
実
と
し
て
認
め
対
応
す
る
。

　

対
応
の
優
先
順
位 

１
、
被
害
者
に
対

し
て
対
応
（
謝
罪
・
報
告
） 

２
、
利
用
者

に
対
し
て
対
応 

３
、
職
員
に
対
し
て
対

応
（
職
員
は
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
だ
ろ

う
と
い
う
考
え
は
甘
え
に
過
ぎ
な
い
）

第
二
部
「
園
で
の
安
全
・
危
機
管
理
」

①
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
は
表
裏
一
体
で
あ

る
こ
と
を
知
る
。

　

自
分
勝
手
に
「
子
ど
も
達
の
た
め
」
と

言
っ
て
リ
タ
ー
ン
を
と
る
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
リ
ス
ク
が
あ
る
事
も
知
る
。
事

故
に
は
複
数
の
原
因
が
あ
る
。た
ま
た
ま
、

そ
の
日
は
原
因
が
重
な
ら
な
か
っ
た
か
ら

事
故
が
無
か
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
重
な
れ

ば
事
故
は
発
生
す
る
。

②
「
絶
対
安
全
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

し
か
し
、絶
対
安
全
な
ど
あ
り
得
な
い
。

し
か
し
目
指
さ
な
け
れ
ば
リ
ス
ク
が
見
え

て
こ
な
い
。

③
危
機
管
理
と
は
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
。

　

最
悪
の
事
を
想
像
す
る
。
プ
ー
ル
指
導

に
つ
い
て
は
最
悪
園
児

が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
知

る
。
例
え
深
さ
二
十
セ

ン
チ
程
度
で
あ
っ
た
と

し
て
も
そ
れ
を
侮
ら
な

い
。
こ
ど
も
の
命
よ
り

優
先
さ
れ
る
教
育
な
ど

な
い
。
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平成29年度私立幼稚園関係予算案 （単位：千円）

事 　 業 　 名 概 　 要平成29年度
予算額（案）

平成28年度
予　算　額

平成29年度予算案の内容について

１　幼稚園運営費補助金 

２　幼稚園教材費等補助金

             
３　施設型給付費（１号認定子ども分）

             
４　地域子育て推進事業費補助金

　　（1）子育てランド事業

　　（2）わんぱく保育推進事業

５　一時預かり事業（全類型分）
　　（子ども・子育て支援交付金）  

６　栃木県私立幼稚園振興財団補助金

７　特別支援教育費補助金

８　私立学校教職員共済補助金（幼稚園分）

９　栃木県私学団体補助金

　　（1）栃木県幼稚園連合会補助金

　　（2）幼稚園特別研修費補助金

10　私立幼稚園被災幼児保育料等減免事業費

11　認定こども園整備事業

12　幼稚園耐震化事業費

13　幼稚園緊急環境整備事業費

14　第３子以降保育料免除事業費
　　（幼稚園児・１号認定子ども分）
  

15　新制度移行臨時助成費

3,163,326

2,151

1,583,088

169,440

31,940

          
137,500

214,044

171,840

551,544

64,829

6,000

3,000

3,000

1,142

1,356,937

628,863

66,014

144,429

32,000

8,155,647

2,846,356

1,486

1,988,309

156,570

31,890

          
124,680

195,464

183,202

474,712

72,141

6,000

3,000

3,000

575

678,280

406,644

105,460

157,066

3,500

7,275,765

学校法人が設置する幼稚園の運営費に対する助成
　園児一人当たり　　187,300円（H28 185,400円）
　一種免許状加算分　2,392千円（新制度移行園分）

個人及び宗教法人が設置する幼稚園の教材費等経費に対する助成
　園児一人当たり　 39,100円（H28同額）

施設型給付に係る市町への負担金及び補助金
・県負担割合　全国統一費用部分1/4、地方単独費用部分1/2

私立幼稚園及び認定こども園が実施する子育て支援事業に対
する助成
　Ａ　２事業実施かつ市町補助130千円以上
　　１園当たり　130千円
　Ｂ　３事業以上実施かつ市町補助200千円以上
　　１園当たり　200千円

私立幼稚園及び認定こども園が行う預かり保育事業に対する助成
　○通常分　
　　１園当たり　800千円、1,200千円、1,600千円
　○特定分（4時間超）　
　　１園当たり　160千円、280千円、400千円
　○長期休業分　
　　１園当たり　160千円、280千円、400千円
　○休業日分　
　　１園当たり　300千円、480千円、660千円

一時預かり事業を実施する市町に対する助成
・県補助率　１／３

私立幼稚園及び幼保連携型認定こども園の教職員の退職金
給付事業に要する経費に対する助成
・補助率　→　教職員標準給与額の27/1000（H28同率）

特別支援を要する園児が就園する私立幼稚園及び認定こども
園に対し、その経費の一部を助成
　対象園児一人当たり　学法二人以上　784千円（国庫対象）
　　（H28同額）　　　　上記以外　　 392千円（県単）

長期掛金について、標準給与額の8/1000を補助（H27同率）
・対象者　3,389人　（H28　3,057人）

栃幼連が行う研修事業に要する経費に対する助成
・補助率　定額（1/2以内）

栃幼連が行う子ども・子育て支援新制度を踏まえた研修事業に
要する経費に対する助成
・補助率　定額（1/2以内）

東日本大震災の被災幼児に係る保育料等減免事業に対する助成
・補助率　10／10（国の交付金活用事業）

認定こども園の幼稚園部分の施設整備事業を実施する市町に
対する補助
・県補助率　１／２（国の交付金活用事業）

認定こども園への移行を予定している私立幼稚園の耐震化事
業に対する補助
・補助率　１／２（国の交付金活用事業）

○学校法人立幼稚園及び認定こども園が行う遊具等環境整備
に対する助成

　・補助率　認定こども園　１／２　左記以外幼稚園　１／３
　　　　　　（国の交付金活用事業）
○認定こども園等における研修支援
　・補助率　１／２（国の交付金活用事業）

第３子以降の未就学児の保育料免除事業を実施する市町に対
する助成
・県補助率　１／２

教育環境の整備充実のための新制度へ移行した学校法人立の
幼稚園及び認定こども園に対する平成29年度に限る臨時の助成
　園児（１号認定子ども）一人当たり　 2,400円

　1の私学助成幼稚園に対する運営費補助金については、国庫補助と地方交付税の増分として園児１人当たり1,900円増となったが、県単補助4,800円に
ついては残念ながら現状維持にとどまった。県単部分の補助単価は、隣の群馬・茨城に大きく引き離されており、今回もその差は縮まらなかった。
　2～14の事業については、新制度への移行園が増加することによる総額の増減はあるが、内容は現状維持となった。県の少子化対策を主旨として提案
した「子だくさん応援 多子世帯保育料免除事業（3人いれば保育料免除）」が29年度予算案に盛り込まれなかったのは残念である。15の新制度移行臨時
助成費については28年度に限るとされていたが、29年度に移行した園だけを対象に事業としては継続されることとなった。27、28年度に移行した園が
対象とならなかったのは残念だが、継続事業となったことに感謝したい。

振興委員長　馬場 章信
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ぜ
ひ
、
研
修
の
成
果
を
保
育
に
生
か
し

て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
御
活
躍
を
心
よ
り

応
援
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
職
五
年
目
研
修
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
り
返
っ
て

　

昨
年
十
一
月
二
十
八
日
に
、
五
年
目
研

修
（
三
日
）
の
全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

「
個
と
集
団
を
育
て
る
」
を
年
間
の
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
学
級
経
営
や
同
僚
性
、
保
護

者
対
応
な
ど
に
つ
い
て
研
修
を
し
ま
し

た
。
受
講
者
は
、
原
点
に
立
ち
返
り
な
が

ら
、
改
め
て
五
年
目
の
役
割
を
自
覚
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
年
度
は
七
十
四
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

受
講
者
は
、
今
後
の
栃
木
県
の
幼
児
教

育
を
支
え
て
い
く
中
核
と
な
る
存
在
で

す
。
御
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
各
研
修
や
調
査
研
究
等
、
幼

児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
御
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
り
返
っ
て

　

昨
年
の
十
二
月
二
十
六
日
に
、
全
日
程

が
終
了
し
ま
し
た
。
集
合
研
修
、
宿
泊
研

修
、
地
区
研
修
、
ど
の
研
修
も
新
採
者
は

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
閉
講
式

で
の
新
採
者
の
表
情
は
、
開
講
式
の
と
き

と
は
違
い
、
一
年
間
の
成
長
を
十
分
に
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

新
採
者
か
ら
は
、

「
改
め
て
こ
の
職
業
の

良
さ
を
知
り
、
ま
た

誇
り
に
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」「
同
期

の
仲
間
と
た
く
さ
ん

の
悩
み
や
情
報
を
交

換
し
合
い
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
場
で
し

た
」「
今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
と
向
き
合

い
、
内
面
を
理
解
し
、

共
に
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

こ
の
一
年
で
得
た
も

の
を
糧
に
、
今
後
の

保
育
に
希
望
を
抱
い

て
い
ま
し
た
。

　
栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

　
　
　
ー
幼
小
連
携
部
会
ー

期
日  

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
八
日
（
土
）

　

今
年
度
は
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
接
続
の

試
み
―
と
ち
ぎ
の
子
ど
も
の
学
び
を
つ
な

ぐ
た
め
に
―
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
行
い
ま

し
た
。　

　

幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
接
続
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
い
か
に
し
て
そ

れ
を
構
築
し
て

い
く
の
か
、
こ

ど
も
園
、
小
学

校
、
町
の
連
携

組
織
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
三
つ
の
実

践
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　
幼
稚
園
教
職
十
年
経
験
者
研
修
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
り
返
っ
て

　

幼
稚
園
教
職
十
年
経
験
者
研
修
の
全
日

程
（
園
外
研
修
六
日
・
園
内
研
修
十
日
）

が
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
の
栃
木
県
の
幼

児
教
育
を
担
っ
て
い
く
三
十
七
名
が
受
講

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
軸
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の

教
育
課
程
を
持
ち
寄
り
、「
組
織
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
幼
小
連
携
」「
協
同
す
る
経
験
」

「
特
別
支
援
教
育
」
等
、
幼
児
教
育
の
今

日
的
な
課
題
を
視
点
に
、
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
、
園
の
教
育
活
動
を
見
直
し
ま
し

た
。

　

受
講
者
の
感
想
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　次年度の「幼稚園教職5
年目研修」と「中堅幼稚園
教諭等資質向上研修」の対
象者及び受講者についての
照会（文書）を、3月1４日に

発送いたします。
　お手数ですが、文
書が届きましたら、御
報告をお願いいたし
ます。

★お願い★

お
疲
れ
様
で
し

た
。
園
の
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
と
し
て

御
活
躍
く
だ
さ
い

自分の資質を向上させながら、同僚を巻き込んで
園全体の資質の向上につなげていきたい。

協議をしながら、不安や悩みを解決することがで
きた。園内研修でも、たくさん協議を取り入れて
いきたい。

研修で学んだことを、園内で積極的に取り入れ、
園経営、運営に参画できるようになりたい。

中堅として、今までの経験と知識を活用
しながら、幼児教育のプロとして対応し
ていきたい。

いつの間にか「当たり前」になっている
ことを、もう一度教育要領を基に見直
したい。

認定こども園あかみ幼稚園
長島弥生　副園長

　教
育
公
務
員
特
例
法
の
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の「
幼
稚
園
教
職
10
年
経
験
者

研
修
」が「
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向

上
研
修
」に
名
称
変
更
と
な
り
ま
す
。

重
要
な
お
知
ら
せ

重
要
な
お
知
ら
せ

重
要
な
お
知
ら
せ
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08

●
平
成
二
十
八
年
度
決
算
書
及
び
平
成

二
十
九
年
度
予
算
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
八
年
度
決
算
書
及
び
平
成

二
十
九
年
度
予
算
書
の
提
出
期
限
は
、
平

成
二
十
九
年
六
月
三
十
日
（
金
）
で
す
。

決
算
書
等
（
新
様
式
）
の
電
子
デ
ー
タ
を

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
る
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
宛
て
に
別
途
メ
ー
ル
で
お
送
り

し
ま
す
。
な
お
、
決
算
書
・
予
算
書
に
つ

い
て
は
、
学
校
法
人
会
計
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
新
様
式
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
内
容
を
よ
く
御
確
認
の
上
、
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。       

●
資
産
総
額
の
変
更
登
記
済
届

  

平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
伴
う
資
産
総

額
の
変
更
登
記
は
、
寄
附
行
為
で
定
め
る

期
限
（
５
月
末
日
又
６
月
末
日
）
ま
で
に

行
い
、
期
限
後
一
ヶ
月
以
内
に
登
記
済
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上
、

期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

編集後記
子
ど
も
の
可
能
性
は
無
限
大

　

少
し
前
の
話
に
な
る
が
、
昨

年
の
夏
の
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
て
、
本
県

関
係
の
選
手
た
ち
が
、
十
名
参

加
し
、
萩
野
選
手
を
は
じ
め
と

し
て
、
複
数
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

大
変
喜
ば
し
く
、
ま
た
、
誇
ら
し
い

気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
多
く
は
、「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
」
と
い
う
夢

を
幼
少
期
か
ら
も
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

幼
少
期
の
頃
は
漠
然
と
し
た
夢
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
夢
を
持

た
な
い
と
そ
こ
に
近
づ
く
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子

ど
も
達
に
は
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
み
た
い
。」
と
い
う
夢
を
見
つ
け
て

欲
し
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
具
体
的

な
目
標
を
も
っ
て
そ
れ
に
向
か
っ
て

努
力
で
き
た
ら
い
い
と
思
う
。
子
ど

も
た
ち
の
可
能
性
は
無
限
大
だ
。
夢

に
向
か
っ
て
進
む
子
ど
も
た
ち
を
応

援
し
て
い
き
た
い
。

　

感
動
、
元
気
、
勇
気
を
与
え
て
く

れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
夢
を
も
つ

こ
と
、
目
標
を
も
っ
て
進
む
大
切
さ

を
教
え
ら
れ
た
気
が
す
る
。
今
か
ら
、

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
待
ち
遠
し
い
。

（
一
ノ
瀬　

孝
之
）

教
育
研
究
委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ

＊
県
大
会
予
告
＊

栃
幼
連 

第
61
回
県
大
会

栃
幼
連 

第
61
回
県
大
会

栃
幼
連 

第
61
回
県
大
会

　

 

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
一
日
（
土
）

●
開
会
式

●
講
演
会

　
　講
師
：
玉
川
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　

 

教
授

　大
豆
生
田

　啓
友 

氏

●
公
演
会

　
　講
師
：
ケ
ロ
ポ
ン
ズ〔
増
田 

裕
子 

氏（
ケ
ロ
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　　平
田 

明
子 

氏（
ぽ
ん
）〕

会
場
：
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー・メ
イ
ン
ホ
ー
ル

表 彰
●
栃
木
幼
稚
園
・
若
葉
幼
稚
園

　

　
　理
事
長・園
長

　松
下  

明
世 

様

高
齢
者
叙
勲

　瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

＊
総
会
予
告
＊

栃
幼
連 

定
時
総
会

栃
幼
連 

定
時
総
会

栃
幼
連 

定
時
総
会

平
成
二
十
九
年
五
月
十
七
日
（
水
）

会
場
：
コ
ン
セ
ー
レ

（
二
十
八
年
度 

決
算
総
会
）

平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年

　
　四
月
〜
六
月
ま
で
の
事
業
予
定

４
月
５
日
　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

５
月
17
日
　
※ 

５
年
目
研
修

５
月
17
日
　
栃
幼
連 

定
時
総
会（
28
年
度
決
算
総
会
）

５
月
22
日
　
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル

　
　
　
　
　
※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

５
月
23
日
　
新
採
研 

公
開
保
育（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

５
月
25
日
　
※ 

幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修

６
月
１
日
　
新
採
研 

公
開
保
育（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

６
月
９
日
　
保
育
セ
オ
リ
ー

６
月
20
日
　
資
質
向
上
研
修

６
月
21
日
　
設
置
者
･
園
長
研
修
会

６
月
22
日
　
※ 

指
導
助
言
者
説
明
会

６
月
23
日
　
青
年
部
全
体
委
員
会・研
修
会

６
月
24
日
　
公
開
保
育
研
究
会（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

６
月
29
日
　
※ 

幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
研
修

　
　
　
　
　
　
　   

※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

　
平
成
二
十
九
年
度
は
文
部
科
学
省
と
し

て
新
要
領
の
周
知
徹
底
の
時
期
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。
栃
幼
連
教
研
委
員
会
事
業

の
中
で
重
点
的
に
研
修
を
設
け
る
予
定
で

す
。
特
に
六
月
二
十
日
に
予
定
し
て
い
る

湯
川
視
学
官
の
講
演
は
、
各
園
理
事
長
・

園
長
等
の
参
加
を
強
く
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
園
内
研
修
等
で
伝
達
し
、
園
全
体

と
し
て
質
の
向
上
・
改
善
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

主
催
の
新
要
領
解
説
の
内
容
を
踏
ま
え
た

研
修
も
、
県
南
・
県
央
・
県
北
の
三
箇
所

で
秋
以
降
に
予
定
さ
せ
て
お
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
教
職
員
の
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

●
運
営
費
補
助
金
（
全
体
分
）

　

補
助
金
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、

平
成
二
十
九
年
五
月
上
旬
（
予
定
）
で

す
。
公
認
会
計
士
等
の
監
査
日
程
の
都

合
等
に
よ
り
、
提
出
期
限
ま
で
に
平
成

二
十
八
年
度
決
算
が
確
定
し
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
仮
決
算
の
段
階
で
県
に
実
績

報
告
書
を
提
出
し
、
決
算
確
定
後
、
再
度

提
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
教
材
費
等
補
助
金
（
全
体
分
）

  

補
助
金
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、

平
成
二
十
九
年
四
月
中
旬
（
予
定
）
で
す
。

●
運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等
補
助
金

特
別
補
助
（
わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事

業
・
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
）

　

事
業
実
施
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、
わ

ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
及
び
子
育
て
ラ
ン

ド
事
業
と
も
に
平
成
二
十
九
年
四
月
上
旬

（
予
定
）
で
す
。

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て


